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【トピック】令和５年度特別支援学校卒業生の進路状況
【高等部】現場実習・施設体験がはじまりました

本県特別支援学校では、進路指導の充実に向けた情報交換の場として「進路指導主事

連絡会」を定期的に開催し、福祉や就労に関する最新の情報、各学校の実習先、新しい

施設、障がい者雇用に積極的な企業情報等を共有しています。先日第１回会議が開催さ

れ、下表のとおり令和６年３月卒業生の進路状況報告がありましたので紹介します。

■日中活動の場について
県全体では、多い順に左表のよ

うになっています。（表中の「職業

能力開発校」とは、熊本県立高等

技術専門校を指します。）

全国的な雇用情勢は、コロナ禍

前の有効求人倍率（1.6倍）には届

かないものの、1.31倍と改善して

きており、特別支援学校から企業

等への就職も、１１０人（33.8％）

と高い傾向にあります。

特に高等支援学校３校（ひのく

に高等支援学校、熊本はばたき高等支援学校、鏡わかあゆ高等支援学校）だけで７９人

の就職者があり、全体の割合を押し上げています。

一方、本校の進路状況は、「生活介護」「企業等への就職」「就労継続支援Ａ・Ｂ（同

数）」の順となっています。昨年度は特に「生活介護」サービス利用者が非常に多くな

っているのが特徴でした。

■住まいの場について
住まいの分類 人数 割合 卒業後の住まいの場は多い順に左表のようにな

１ 自 宅 271 83.1％ っています。83.1％と「自宅」が最も多く、次い

２ グループホーム 43 13.1％ で「グループホーム」となっており、近年、株式

３ 施設入所支援 7 2.1％ 会社等が運営するグループホームの増加に伴って、

４ その他・未定 5 1.5％ ３年前から２ポイント増加となっています。

■「企業等への就職」における業種について

業種 人数 割合 「企業等への就職」者が従事する業種は多い順に

1 小売・卸売 23 20.9% 左表のようになっています。本校でも同様で、就職

2 製造(工業) 20 18.2% 者6名の内訳は、「小売・卸売」に2名、「製造（工業）」

3 清 掃 15 13.6% に2名、「清掃」に1名、「製造（食品）」に1名となっ

4 物 流 12 10.9% ています。

5 介護・看護補助 8 7.3% この結果は、障がい者雇用の可能性の順位とも考

6 製造(食品) 8 7.3% えられます。ご家庭

7 調理補助 5 4.5% でお子様と将来の仕

8 飲食・接客 4 3.6% 事について話す際の

9 そ の 他 4 3.6% 参考にされてくださ

10 クリーニング 3 2.7% い。

■高等部の現場実習・施設体験がはじまりました。

一般学級では２週間の「現場実習」が、重複障がい学級では１日間の「施設体験」が

始まりました。この学習は、将来の進路につながる重要な学習で、自分や社会のことを

知るキャリア教育の核となるものです。詳しくは別途お伝えします。

「学習先一覧」

生活支援センターきらきら、就労支援センターほし、多機能型事業所ＷＡＫＡＢＡ

荒尾市小岱作業所、就労支援センター荒尾市小岱作業所、うすま苑、通所施設なかま

たまきな荘就労支援センター風工房、株式会社アントレ、第二天水学園、わかちあい共生

株式会社ＬＩＸＩＬ有明工場、就労支援センターワンピース、多機能事業所ルピカ

合同会社ＢＬＯＯＭ、株式会社京写九州工場、ニコラ、就労支援なごみトライズ

合同会社ＮＥＸＴ、ＳＨＩＫＩＲＵ、ＵＥＫＩＴＴＯ、とらいぶサポーター

(株)ベストアメニティファクトリー玉名工場・南関工場、ドラッグコスモス増永店

ドラッグコスモス荒尾店、もくせい学園、鍋保育園、野々島学園、太牟田恵愛園

ワーキングサポートフェリス、特別養護老人ホームすぎの木、わがんせ、くるり

養護老人ホーム延寿荘、就労支援センタージョイナスコーヒー

たまきな荘地域福祉センター

編集後記
学校には時折、卒業生・保護者が訪ねてきます。目的はそれぞれあり、定期的な近況

報告、様々な相談、嬉しい出来事の報告など自分のことが話題の場合もあれば、在校生

を気遣い励ましに来てくれる人もいます。本校は「卒業式はあっても卒業のない学校」

でありたいと願っており、卒業生や保護者の皆様と、卒業後もお会いで

きるのが私たちの楽しみの一つです。（文責：谷口）

★進路に関する疑問質問は右のＱＲコードからお寄せください。⇒


